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浅川地下壕 (中 島飛行機地下工場跡)見学資料
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浅m地下壕関係年表         r

1944(昭禾百19)年      .       |                         ‐

語‐鷺弄署蓬星肇鶉 稲 鑑吼 健躍皐裟轟曇摺儡 皇業請負で掘削始ま
る。

19459響
″層li峯莞成,第2転土事,4島飛行機武蔵製作所第1製造廠としてイ地区の工場整 |

笥鱚礫暉]鰈膀列獅撤霊漢』切尋「
3月 鷹常生ず堪凩曜築蒙錆憩塚 れま鷹主鷹轟械は賠檀場資Lして轟Lさえ:8,

珊 勝 静 ゃ
薯「高

1山
麓

“

■
乱下壊の豊1書|1介  |‐ ||

10月 1大信工業浅川地下壕イ地区を「幻の大本営」観光施設として公開。
198堤

準聾重紺L亀下泉遭工事に伴う陥没事故で地下壕口地区の再見:私立高校移転用地にも |
地下壕あり,大きな問題となる         .

1991(平成3)年                                   |

3月 喩轟蔀熟潔‖凱量集群曇野慇 も書甲
を雫。

|‐
‐   ‐

岬曇兒予 1蹂[ηfu川11曇

'111量

i基 ‐ ‐
""1焉事電|‖五十理ム槙暮基すお基」を出1小1裏基設二  |‐   |
1999(平成11)年    |            

‐

1月 ‐イ地区南端の壕内で工事用火薬 3トン発見。
2002(平成14)年      | |                          ‐

3月 1隻群鷹髪躍臨聯陽議認ζえ50酷お載諒に違川通下曇も含まれる:

2006(平成1二
〕、王子市、「市街1地 内丘陵地のみどりの保全に関する条例」に基づき、「金比羅斜面

緑地保全区域」高尾町・初沢町計73765平方傷を指定。

資 料

昭和20年度第一次朝鮮人労務者割当表

日本土木建築統制組合

計 14件 4、 500

勤労局

注(2)昭和二十年度二於ケル害1当数ハ第一次 (4月 ～ 6月 )分ノミナルコト

所在
府県名

工場事業名称 施工者 下車駅 害1当数 徴用
斡旋別

群馬県 中髭ζ導曇嚢埜撃f湛轟家)

鉄道建設興業
株式会社

桐生 1,000 斡 旋

栃木県 東京塞1重1廠 餃為
〃 鹿沼 400 ″

岐阜県 褒P鸞輩撃ぽ ,

広見 400

名古屋導登廠確名
全 400

長野県 陸軍省地下建設工事 (松代) 屋代 400

福岡県 全 上  (山家) 山家 400

北海道 函館本線増設工事 ″ 七飯 300

官城県 東北本線増設工事 〃 一ノ関 200 ″

東京都 中孵鯉整l埜藝̀
烹
慶川D 本鼻表套社

浅川 200 ″

宮城県 萱寃琴鷹肇ェ事
丹野組 仙 台 100 〃

北海道 函館船渠株式会社
防空施設工事 :

逢沢組 函館 200 ″

静岡県 宇久順鉱山土木工事 鹿島組 沼津 200

全 日在難瑾曇套諾拿笠事
栗原組 全 100

神奈り|1県 川崎工業用水道拡張工事 間組 小日急
柿生

200



二つの地下壕
地下壕 工 事 民間会社 朝鮮人 飯 場 特 徴

イ地区

口地区

第一期
1944:9

1945.2

佐藤工業 500
,

初 沢

落 合

:奮雇岳2ビ8:奮果塚萱ふ負磐票管塚
是≧多無蠍 食宅菰省F奮警具晟β

よう

謂仏ぷ鴇紺 奮鸞

?帯寧
:i馨

窯ヂ壕審案綾蔀t零ミ奮r｀

:範曇慕勇低たガ彗曇集撃警曹鳥継「
。

第二期
1945.2

1945,8

・三和団地・金刀比羅山の地下に眠って
いる未完成の地下壕。岩盤が弱く、ぼろ
ぼろと崩れやすい6中島飛行機の地下l‐

場用として掘られた。
・数年前、道路の下水道工事中にぽつか
りと穴が開き、団地の住民は陥没するの

F抗あΨオξア旨電称ギ稚覆讐するttT
壕が埋め戻された。

/\1&E

第二期
1945.4

1945.8

大倉土木 100
,

原

。一番小さい規模で、坑道も狭い。未完
成。計画図とはまらたく異なつてメチャ
クチャに掘られている。掘肖J途中の坑道
が多く、掘り方の過程がわかるし中島飛
行機の地下工場黒として掘られた。
.坑内には、松の坑木やカスガイ、・針金
や トロッコの枕本跡が残つていている。

イ 地 区  | 口 地 区  | ハ 地 区

東高尾山稜    1 金比羅山・     1 初沢山の中腹地下
の中腹地下 :  三和国地の地下 | (浅 川中学校南側)

第一期
1944.9-19452
竣工 1945.2

第二期
19452-19458

第二期
1945.4-19458

:棄8疫彊財 |  1 151本
の,道群  1 5本 の坑道群

12,
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合計 17,
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合計 10, 計合
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6 000平

佐藤工業       1  淡曇蓬義
約 500人 ?        1  約 100人 ?

初沢 (み ころも霊堂)

東部軍の地下倉庫 1      中島飛行機地下工場
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完成度

総延長
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朝鮮人
労働者

飯 場 原

当初の

使用目的
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米国戦鵬爆撃調査団報告書

『申島飛行機菫社の地下工場 浅III』

この工場は、中島飛行機会社武蔵製作所の疎開地であり、東京都八王子市から西へ 3Жh
の浅川村の西端の険しい丘陵申に位置している。

この工場は、lヶ月に 300台のエンジンを生産するために、床面積 32,800ぶ 、工作機械 1200

台と計画され、1945年 7月 までに操業に入る予定であったよしかしながら、 8月 の戦争終結

時には、23,9oOぶ の広さが掘削されていたにすぎず、計画されていた31本のトンネルのうち 6

本しか完成していなかった。 330台 の機械が据え付けられ、 7月 からエンジン部品の生産を

始めていた。他に 95台の工作機械が現地に搬入されていたが、据え付けられていなかった。

トンネルは、 3つの区画において格子状に掘削された。ここには、以前からのトンネルや

鉱山も存在していなかったので、掘削はまったく新しく行われた。この工場は、掘削残土の山
や、カモフラージュを施していない事務所や倉庫用の新しい地上建物によって、外部から容易
に探知できる。

トンネルは、およそ幅 4,6m、 高さ3,7mで 、長さは 12Clrtか ら、370mま でさまざまである。

雨で、少なくとも 6ヵ 所の トンネルの天丼が崩壊したため広範囲に本の支柱が施されていた。

中島飛行機会社は、地下工場でエンジン部品を製作し、丘のかなり上方に分散している地上

建物で最終組立をする計画であつた。

1945年 8月 15日 までに、約 10台 のエンジンを完成させた。それに加えて、第 4ト ンネル

には約 300個のクランクケースの鋳物が、第 3ト ンネルには大量のシリンダーヘッドが貯蔵

されており、さらに他のエンジン部品の未加工品が多数貯えられていた。離れて建っている格

納庫式の 2棟のちヽ さヽな建物には、組立中の 18台のエンジンがあった。

トンネル内での部品運搬のため、 トンネル 2本には狭軌レールが敷設されており、 3本目

の トンネルには全長にわたリローラーコンベアーが装備されていた。しかし、他の場所では、

運搬は人手だけにたよつていた。

動力旋盤、タレット旋盤、 ドリルプレス、研磨機、平削り盤、グラインダー等、通常のタイ

プの工作機械はほとんど据え付けられていた。据え付けられていた 330台の工作機械の 80%
はアメリカ製であり、ブラウン、シャープ、シンシナティ、ワーナー、スフジー、アメリカン

・マシン・ トゥール、ブラード等のよく知られた会社の製品であつた。他にも明らかにアメリ

カ製のものがあった。

操業中の も本のトンネルは、次のような加工作業に使われていた。

第 1 シリンダーヘッド

第2 シリンダー筒

第3 クランクシャフト

第4 プロペラシャフト

第5 プロペラシャフト

第6 エンジン付属品

この工場の操業上の最大の問題は、湿った床と空気に起因した。検分したすべての トンネル

(第 1～第6)の床が濡れており、数か所では数インチ(1イン・f-2.54cm)も水が溜っていた。

このため、作業員の健康を著しく害し、機械の腐食は深亥1であつた。調査時には、機械には保
護のた.め グ|リ ースを塗り、油紙の覆いがされていた。にもかかわらず、機械の多くはひどく錆
びていた。写真21γ 25は、工作機械や工場内部を写している。   1   1

■をi露写訴言濠種と球Xittf謂仁百:)[8百ヒ霞F単峯呈鎖薦糠軍喜3彰 ;じ雰
二の在庫数が新品のものよりもわすがであるが多からたことそ確認された: |  ‐   ‐

浅川は、1945年 10月 24日 に実地調査した。                   |

r日本の航空機の地下生産‐結論』 |    ‐

日本の地下軍事施設は、飛行機生産を保全するにはその津設開始が遅過ぎた。なりに早期に

建設したとしても、地下工場

'|、

生産に必須な序料や燃料の欠孝という別の閾尋を克服できな‐
かったであろう。        | ・      ‐

建設方法に新しいものはなくt民間の専門技術を越えるものは見当たらないょただ、 トンネ
ル:洞窟、坑道のおびただしい数は印象的である。    |‐ ‐  ‐ ‐ |    |

緩喜鷺ふ奪展基累:曇省モ意、鸞督l管菅曇Я信蜃轟菫景あ霜雪撼覇髭言墓言勇巖年よ業添曹
要である。それに加えて(従業員に十分な食事を与えなければならない。作業には十分な照明
も琵事皇L億青曇彗:蒼ξ憲ボ寛電I慮呈場環角∴格占ユILふら橘使た新鳥驀喜な鏃裏が
なくて、難儀したであろう。                 |
地上工場に通づる国道や線略が遮断されると、原料の供給や完成品の運搬が滞つて、生産を

遅延させた。                 | |        |    |

使驚百勇肇R景奮?裂曇禁i雪量2警T裏基窪百務琴量管巣奮2itギ省T'｀
 2次大戦

F
毒ガス兵器は、地下を使用不能にしたであろうが、これには空気清浄装置によ?て対抗さ■

たであろう。細菌兵器は、地下作業によつて体力も抵抗力も低下している従業鼻に有効であっ

た
猟 :な いろいろな1,とふお:た t,靖、ぉら1きああ亀 要な生産話 を整備:れた亀

下建造物に収容することは:どの国にとつても有益だとみることができる。もし、日本がその

地下移管計画をもつと早期に着手していたならば、それらの地下疎開工場は連合軍にとって一

層め難題となっていたであろうち             |         |



《歯 ② /初翠 山 散 年 ■ ― ス 》

族 川 地 ‐区

/
融たちは提察します・・1・ …

八王子市に私たちが提出していました「金比羅山の公有地イじ」,請願が

平成6年 3月市議会で採択され、これにより初沢山を含む史跡・ 自然

公園構想が現実のものとなりました。以来、「 るヽいるなアイデアが持

ち寄られ、検討を重ねてきました:差 し当たりは金比羅山と初沢山に

親水公日を力iえ |た 区域の公園化が主体ですが、将来的に
1ま 初沢川源流

までも含めた広範囲な自然公園を実現したいと考えていますし

皆さんをすばらしいフイデアをお奉せください
ス
内

一コ
案

A‐本 丸コース E=暑 *if,-Z

H=商 通コース

《獲コ(lD/力発りil〕也EX肇菱 跡 ‐自 然 公 園 周 遊 路 》

筆
――f・‐

《歯 ③ /金 比 羅 山 散 策 コ ニ
不 》

グランド



史跡・自然公国(基本構想)案                 :
_1.公園の区城

初沢山、金比羅山、議劇II合流点を中心に鵜 尾山躾北部から初潟ll上流域を含む地域とする。
2.公園の目的                                     .

(1)現存の動植物の保護・育麟 はかりつつ市民がこれらの自然に親しめる場を形成する。

(2)初沢城跡等の中世史跡と渕 II地下壕あ保存整備をはかりヽ 市民の学習の場として公開する。
(3)箇所ごとた散策コースを整備し、森林浴、力随びなど健全なリクリエ=シ ョンの場を提供。

3.公園の施策 基本的には都立長沼公園の諾施策をモデルとし、個嘱J的には次の施策を講ずる。
(1)初沢山、金比羅山(図②、③)・・撲跡の保存、公開をはかるとともに、各敷策コースを整備ヽ

しくは新設する。

(2駄 公園(図④)¨
・案内川、4W」I給沸点の河Jll数を親水公園として図のように整備するo

(3)大周遊路の遡由(図①)・
‐・金比羅山～親水公園～東高尾山陵■初測 II～初沢山を巡る周遊路.

金比羅山造成阻止と公園化の展望 高尾・浅川の自然を守る会

I 会の創率
と金比番山造成反対運動の経緯

1978年 4月 矢野学園、金比羅山造成計画発表。

‐ 19師年12月 高尾,ガリ||の 自然を守る会創立。

19な選』1‐ξ鬱謹馘奪れた題恣蜀 Ff出
。

119攣午8月‐‐八王子市議会師祠審確肇記筆 屎村m  ‐
| |  .12月 ■八王子市長、金比羅山造成計画同意書を都に提出.   |
■‐1990年 9月 東京都、金螺 山開発許可: ‐・      ‐ | || ‐   |

1991年3月 ‐八王子市議会く浅り|1地下壕の調査をすすめて暮た研究グルニプの提出
.し

た、「浅り1地下壕保存と平和軸 に蘭する請顧を採択しヽ| ‐
 4月 1金比約山、造成工事蘭絡:| 

‐        ‐‐   ‐

‐ .  11月 ‐「寺川金刀明 、桂殿を保存登記,  ‐‐ ‐

19撃年1周 黎 山腹■初沢卿窄欄姉学理勁跡発見6         1
1998年 5月 矢野学園、1金比羅山ヽ の移転断念を市に通告:  ‐ |  ■

1識:ξ雹癬嶽:1儡&:||
‐ 19月 公有化請瞬警窓 ‐計21033名分を市議会に提出:   |‐ ‐・   ‐

1994年 3月 八王子市議会、公有化請願を採択t  l ‐ ■  ‐

.  6月
「浅川亀区鰤 :自然公園島議鯵議誌き:幾長

`  
‐ ||||

199騨竿10月

浅川地区内各団体代表及び各市議会議員に説明、協力方を要請。

八王子市都市計画室長に公有化並びに公園構想を説明。実現方を要請。

八王子市長宛て「初沢山・金比羅山二帯地域の公有化と公立公園建設方」

について陳麟 出。                  、

八王子市、公園計画に伴う初沢山・金比羅山地域の境界確定測量説明会

を開催。

11月
‐
境界確定測量開始。

浅川地区史跡自然公園実現に向けて    -   1   ‐

2005年 3月 八王子市、広報はちおう
・じ3月及び4月号に「みどりの保全に係わる

:      新施策」を発表よ          ―  ・

4月 市、環境保全課、者

`市

計画室く公園課を歴訪して、新施策の適用方を

申入れ。

5月 市興路鋼罠に「浅Jil地区nil・ 自然公園構想」についそ説明し、こあ新
施策の適用方を要請し、市長宛てに陳能 を提出。

20∞年2月  「市街地丘陵地のみどりの保全に関する条例に基づき金比羅斜面緑地

保全区域(69,978ぽ )を斜面緑地保全区域に指定する」との八王子市告

示第49号を受領。                     ｀

高尾 嘩穿

親水公園農)

《図 ④

‐ 季
´

,´
′
  |

0梅淋
(自山播～両界精)

9満哉ユ6)a) .
oバードサンクチュアリ

(悔・桃。実のなる木 イネ料の車)

0運動広場
(ゲ

=ト
ボ…肱他〉,

o憩いの広場

`菖

蒲日、花壇)

°電餞鶴 らう

7月

10月

⑦
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皇上防衛作戦

浅川という旧地名は、東京都八王子市の西にあるJR中央線高尾駅周辺一帯を指す地域である。

都心から約‐50キ ロメートルの距離にある。
関東山地のはじまる浅川の高尾山麓には、陸軍の東部軍にようて掘削された巨大な地下 トンネ

ルがある。着工されたのは敗戦 1年前、119414年 の秋で、この時期には浅川 (東部軍)以外に

も長野の松代 (大本営移転)をはじめ、岐阜の平牧 (中部軍)、 大阪の高槻 (中部軍).、 福岡の

山家 (西部軍)な ど軍が直接使用する大規模な地下 トンネルの津設が1始まった時期でも―ある。

東部軍とは、関東 :東北・甲信越を防衛分担地域とする陸軍部隊のことであるが、この東部軍

の任務について、「防衛総司令部の皇士防衛作戦要綱」(1944.1/9)に は、次のように

触れられている。

東部軍は、先ず速やかに伊豆諸島の戦備をFJAイヒし次いで八戸地、仙台平地t水戸平地、房総

半島、相槙平地付近要域に於ける戦備を強化して遊撃態勢を整えt敵の侵攻に方りては機を失

せず之を水際付近に撃滅す。伊豆諸島、人戸平地t房総地区に重点を置く。

(防衛庁 戦車叢書『本土本戦準備 (1)関東の防衛1)

要するに、アメリカ軍による本土の空襲や侵攻に備えるための「皇土防衛作戦」のことである。

敗戦色濃くなった1944年 7月 、絶対国防圏の一角サ/rパ ン島をアメリカ軍に奪われると、B
29に よる本土空襲必至とみた陸軍が、関東沿岸の防禦作戦準備として、浅川に食糧や弾薬など

の備蓄場所あるいは地下司令部を配置しようとしたのである。そして、このような緊急で重大な

地下軍用 トンネルの工事現場では、多くの朝鮮人が動員され酷使されることになるのである。

西東京朝鮮人強制連行調査団は、199‐ 4年春から夏にかけて、工事に関わつた朝鮮人の軌跡

について調査を行らた。まず、7月 には飯場跡や地下トンネル周辺を予備調査した。

高尾駅ヽ集合、南ロヘ降り、かつての朝鮮人飯場 (初沢。落合・原)の うち初沢の飯場跡へ向

かった。浅り|1小学校から南へ、みころも霊園に行く道の両側全部には、飯場の長屋が合わせて2

0棟くらいあつたも

最も劣悪な飯場生活               〕

トンネルエ事の関係者数名から聞き取りをしてまとめた、郷土史の文献『武州八王子史の道草』

(1968年 鈴木龍二著)の中には、朝鮮人の飯場生活についてt生々しく記されていた。

当時の集団部落は、主に作業労務者の飯場として、最低の衣食住が保証されるだけの最も劣

悪な飯場生活があるだけで、5、 000人からの労務者の集団にこれといつた慰安娯楽の施設

などある筈がなかった。妻子があるのは数名の飯場長、親方だけで、まさに純然たる男の集団

であつた。それこそ殺風景な、強制労働に壼く奴隷的極桔の下に作業の外は飯場小屋に動物の

ように寝そべる外はないものであった。

現在は、産業殉職者の霊堂である、̀みころも霊園の駐車場や民家に変わっていた。周辺を探索

してみたら、やつぱりそこには「殺風景な、動物のょぅに寝そべる外はない、飯場小屋」の一部

が、50年の歳月を乗り越えて今でもひらそりと残っていた。

初沢川に沿うた緩やかな登 り道をた どり、浅川中学校の横に着く。この中学校の南側の初沢山

には、「ハ地区」と呼ばれる比較的小さな地下トンネル (大倉土木二現:大成建設二が担当)が

掘り抜かれたが完成しないうちに敗戦を迎えた。

関係者の話から、 トンネル
=事

で,11に捨てられた砂利が大変な量だったので、当時河′||の原つ

ぱだったのが埋め立てられ現在住宅地になつていることがゎかつたち戦時申、■の初沢に住んで

いた        .           ■  ■ |‐      ● 1 1 ‐■
武井昌江さん (人王子市在住82歳)から、当時の工事の様子について間ぐことができた。

家の前の畑にジャリをジジ十一ジャー出し始めました。.その頃東部軍の方がみえて、「この

畑をジャリ置場にするから」と、話がありました。一晩でジヤリの山ができてしまった。どう

しようもなかった。畑もダメだし花なんかも待つて下さい、と言えなかった。移転は軍がやつ

てくれることに決まった。昭和20年の春ごろリヤカ■で引越しをした。
このトンネルエ事のために強制移住を強いられた住民の■人だつた。そこで、朝鮮人労働者に

ついても聞いてみると
=す

ぐに関き出せた|     ■|

家の裏遺を坑本に使う松の丸木を担ぃだ人夫がよく通つた。家のまえに良い清永が湧いてい

て井戸があうた。工事人夫の人がやoて来て『井声水を使わしてはしい』と頼まれて、『どう

ぞ、お使い下さい』と言つて、よく人夫が身体を洗らた,本蕉鉢んだりしに来ていた。だいた

し、添 はあちらの方 側鮮人)で した。
基乞。実は、こお畠亀たも、ジネtふ違まつて金比羅山南側に造成された三和団地の急な坂を

いて、1989年春、下水道工事をして地面を押つていたら、ポッカリ穴が現れて団地に住む住

民をあわてさせた。「口地区」と呼ばれる地下|ト ィネ″ |(佐藤工業が担当)である。三和国ILILを

あとに西の方へ向かって山地の峠を越えると観光Ⅲ高尾1山 の向い側、落合にでた。琴合公園近く

の空き地には「国有地につき立入を禁ず 関東財務局コ |1出張所」といつ立て看板が標されてい

たとかつてここが、軍の所有地だったことを物語●ていた| |     ‐ ‐      |

苦しい強制労働の跡    |‐
 3は地+1'ネルの翠地調査を行ら五 3か所あ記録的な灼熱の夏、8月 29日 、調査団員74

るトンネルのうち「イ地区」と呼ばれる■番スケールの大きい地下トンネ|ル (佐藤工業が担当)

に入つてみる。 トンネルの中はヒンヤリしていて冷蔵庫の中|と 同じ6.硬砂岩や硬粘板岩からなつ

ているので岩盤は安定し:現在でも素掘りの状態でそつく

'1残

らてぃる。でも、日につくものは
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するほど、植民地支配を受けていた朝鮮人労働者たちの苦しい強制労働の跡が大型懐中軍灯のラ

イ トに浮かびあがつてきた:‐ |          ‐ ‐ ‐   ‐



完成した発動機は10台     ‐   | ‐             ‐

‐やがて、この
・「イ地区」はアメリカ軍の空襲を避けるため、航空機エンジンの地下疎開工場と

して転用されることになるも   |‐ ■ .   | ‐|    ‐ ‐    ‐ ‐

サイパンのマリアナ基地から飛来したB29爆撃機は、日本本土に対する最初の本格的空襲と

して1944年 11月 24日 中島飛行機武蔵製作所を爆撃する。中島飛行機武蔵製作所は、現在
の武蔵野市西部にあった大軍需工場で、最盛期には4万人の労働者を抱え国内25%の生産を占
めた日本下の大発動機平場であった。ァメリカ軍により、武蔵製作所は、その後十数回の爆撃に

合い壊滅的打撃を受け、浅川など数か所
^疎

開することになるg翌年 6月 には、浅川地下工場と

して「従業員 1、 000名―の規模」 (『富士重工業三十年史』‐1984年)で操業が開始された。

『米軍戦略爆撃調査団報告書』(1947年 )に よると、 1か月に300台のエンジンを生産
するために、床面積 32、 000平方イラt工作機械 1、 200台と計画され、1945年 7月 ま

でに操業に入る予定であうた。しかしながら、8月 の戦争終結時には23、‐900平方41の広さ
しか掘削されていたにすぎず、計画されていた31本のトンネルのうち6本しか完成していなか

った。結局、敗戦までの2か月間の操業期間に330台の工作機械が据え付けられ、完成した発

動機はわずか10台にすぎなかった6        .
また、地下工場の問題点としては、つぎのように記されていた。  |          ‐

この工場の操業上の主な問題は、1湿った床と湿気に起因していた。N01からN06まで全

てのトンネ/L/の床は湿ぅぽく、数ヶ所で1 0 om‐ 以上の浸本下にあった。これは、多数の労働
1者の健康を害し、機械には、深亥1な さびの原因となった。点検時には、機械は保護のためグリ
,スを塗り、油紙でカバーをされていた。それにも拘わらず機械の多くはひどくさびていた。

地下工場の痕跡としては、本の枝に取りつけられた碍子や工作機械の上台に使われたと考えら

れるコンクリートの枠などが確認できた6R機 中島飛行機」とナンバーが表示されたアルミ製
のコイン状プレ

=卜 も発見しまた、しうかり上の中に埋まって|いた細い板も残つていた。 トンネ
ル内で部品を運搬するための狭軌レ■ルの枕木跡であろう。           |
調査終了後、近くの高乗寺で休憩6室町時代に創建されたこの高乗寺も、戦時中の トンネルエ

事では、東部軍の移転命令から危うく免れたが、中島飛行機の地下工場になると、浅川 (現・高

尾)駅からの引き込み線や奥には関連工場が建設され始める。そして敗戦後は、駐留してきたア

メリカ兵の宿合に使われた所でもあつた。狂気の時代を目撃しくぐり抜けてきた高乗寺,t・ 。のん

びりと霊園へ墓参りする人たちをあとに調査団は、帰途に着いた。

卒業生台帳と過去帳を調査

朴慶植氏が1960年 代に調査した『朝鮮人強制連行の記録』(1965年 )にも、「高尾 (浅

川)にあった中島飛行機会社地下工場建設」として報告されている。やや長くなるが、この箇所

をすべて引用しておく。

中島飛行機会社の地下工場は各地でつくられたが、高尾山近くにある高尾武山でも1944
年頃から着工され多くの同胞が連行されたさ現在高尾市には50世帯ぐらいの同胞が住んでい

るが、そのうち15世帯程度は当時ここで働いていた人びとである。現在ここに住んでいる朴
氏は大倉組の下で長く土木工事に従い、静岡県焼津 トンネルの仕事をしているときハッパのた

め耳をやられ、その後この高尾でも働いた。筆談できいたところによると同胞は大倉組、佐藤

組、池田組のもとでだいたい2000名 ぐらい動員されており、山の下を10か所ばかり60
0メ ー トルぐらい掘つたとき日本の敗戦となつた。ここで4名 ばかり同胞が事故で死んだが、

負傷者も多かつた。しかし会社側はこれらの犠牲者についてはひたかくしにかくしていたので、

実際は非常に多いはずであるという。
文中の「高尾市」‐とは誤,で、すでに浅川ETが人王子市へ合併しているので「人王子市」のこ

とである。また、ここからは、静岡県の焼津から浅り||べ移動してきたことや4名 の犠牲者が出た
とがわかる● 6か月という短期間でしかも二交代の突貫工事なので、犠牲者も多く出ただろう。
そこで、現地調査に先立ぅて調査由は、6ん -7月

にかけて朝鮮人の存在を公的文書で裏づける
ものはないか、周辺の小学校やお寺を数回にわたうて調査した。      |       ‐

1飯場跡に隣接する浅川小学校 (当時浅川国民学校)人地元の大日向宏八王子市議会議員と共に

訪ねた。ここでは、1昭和 19年度 (昭和 20年 3月 卒業)の卒業生台帳が残され、生年月日の順
で児童名が記載されていたが、どういうわけか10名 だけが最後にまとめて記載されていた。住

所も「上相日」・「上長房」とい.う 初沢と原の飯場に該当する。工事関係者の児童たちであるこ

とは確実だ。ell氏改名された朝鮮人の児童たちであろうも児童たちは:卒業生台帳でも差別され
ていたのである。 ・                       ・

また地元のお寺を調査してみたところ、浅川小学校北側にある大光寺では過去帳に「半島人」
と注記入りの死亡者5名を発見した。また、落合側に近い金南寺でも14名の死亡者の名前が記

されて
'|ヽ

たのを確認:・ ただtこれらのうち、2歳から12歳の子供が10人を占めているのが特

徴で、成人男子の死亡者数は4人だつたふもちろん、死因は記されず、遺骨もあるかどうかもわ

からないという。中には、1945年 3月 10日 t下町の深川で東京大空襲にあい、34歳の母

親と12歳 と9歳の少女たち合わせて3人を失なったヶTスが記されていた:「軍工事ノタメ来
浅者」である父親が、3人の家族を弔うためにお寺べ来たのだろうと、大光寺の松村光恭住職は
説明してくれたら  |           ■      .    ‐

使い捨て重筋労働者   |     ‐

調査団は、1浅川の地下 トンネルに関わつた関係者から聞き取りを行ちて『地下秘密工場』(1

‐990年 )を著した斉藤勉氏から、大変貴重な日本人関係者の『証言コピニ』をいただいた。

なおtこの日本人関係者とは、建設会社の佐藤工業 (陸軍の萎託ち運輸通信省の監理→発注→

佐藤工業)の担当者2名である。
二 1佐藤工業の社史によりますと11月 から仕事を始めていますが“・。

…小原の部隊を中心にしてやるというんだけれども、隧道工事だからやはり黒部のね、富山

県の黒部の所でね、高熱隧道を掘つていましてね、それが終わつたその当時の従業員を林と岡

田というのが隧道掘つていたんですがね:その連中が富山県の宇奈月におつたんですけれども
ね:それを入れようということで宇奈月へ行ったんですょ。 (… …・)それで僕はね、宇奈月ヘ

飛んだわけだよね
`準

備するためにね:それ
―
と小原の部隊とね。それらが合流してだんだん増

えていったわけですけれどもね。だから、本当に隧道を掘り出したのは11月 ころ・・。

一 事故でなくなった人はいますか。
ここはそんなもんなし、それはおそらくね、強制徴発した労務者がいたんでしょ…■・そうい

う連中が残ったんでしょうね。山の中へ逃げたりしてね、死んだのなんか、おつたけれどその

時分にはもう          .       ‐

- 8月 2日 (八王子空襲)以降、朝鮮人が空襲警報が鳴るとトンネルヘ逃げ込んで仕事にな

らなかったという話があるんですが…。|

それもありましたね。     |
あれは軍の兵隊さんが先に入るんだねも先に入るんでこっちの労務者 (朝鮮人)は、中へは

入れなかった。     |
ここからは、佐藤工業の朝鮮人労働者たちの多くは、富山め小原と宇奈月から飯場頭とともに



⑩‐
浅りIIへ移動してきたこと、朝鮮人の中には、強制徴発す徴用先から浅川、逃亡してきた者があら

た二と、朝鮮本が単なる使い捨て重筋労働者としてしか扱いを受けなかったことなどがわかった。
そして、後で調ドてみると富山の小原と宇奈月では、合わせて4■ 7名 の強制連行の事実がわ

かつた.(中 央協/11会 91‐ 942年移入朝鮮人労務者状況調)|「富山で強制連行されヽその後に
浅川へ移動した朝鮮人もいたのでは?」 という仮説も十分に成り立っのであるも    ―■ |

さらャ|、 1終戦前日98月 14目 には、軍から「松代の仕事が遅れているので応援に行けlと命
令が下つたり、運輸通信省の責任者から呼ばれ、「Vヽ よいよ1日 本は降伏だ、|‐ 明日は重大放送があ
るから、その前に労務者が持っていた火薬全部取り上げてどこかわからない所今隠してくれ」と
指示されていた。なお松代金の応援については、鉄道引き込み線工事を担当していた青木組朝鮮

本lo9人今も「現在の労務者の中から1、 000名 ぐらぃ、号卜きつれて、信州の松代|の工事に
応援に行くように」(青木保三著『七十年を顧みて』)と命令を受けていたが、幸いにもこ|の命
令は、実行されずに済んだ。     |    | ‐         .  ‐  |  ‐

- 8月 15日 以降のことは・|・。・    .  |  |    ■  |      |
…とにかく第二国人だから、帰すこと、残すなら残る||それを調べて食が物とかお金とかの

,手当てをしなくちゃいかんというので女。子供全部その数報告せぃ。1倉庫を開けて倉庫にこれ
‐だけ米が残っているんだと、これをみんなで//1けろとそれから配給をも―らえとみんなでわけて

やりました。.お金は鉄道と話をしてもらい次第
=大

人は200円、女の成人は100円、子供
‐は,0円な区別レ

`幾

日分だな国ヽ帰るものは申.し出ろとし―ヽう|ん
‐
で、それで金みんな分けてや

つて、鉄道からもらってきた。報告された朝鮮人の数は、女・子供全部含めて1、 ‐500人ぐ
らいいた。 10月 か11月 ごろですか、朝鮮へ帰る切符、手続きを一括してやったんです。…
この帰国処理について、佐藤工業は富山の本社の指示を待たずに旅費・切符の支給や帰国手続

きをぃち早く行つた.が 、そうできなかった大倉土木では、朝鮮人たちによって会社所長が監禁さ
れる事件も起き―てぃた。   |  ‐ |  ‐  ■      ― ■  |‐ |  | ‐

■:大倉
=本

の所長は捕虜になつちやった。大倉土木は、支払いとかなんか現地で勝手にやれ
なぃんですね。いちいち本社へ行かなくちゃだめなんだ。  | | | _ |   ■
僕はもう本社は富山だからね、そんなもん聞いていたら大変だから、自分で鉄道から金をもら

って ― ‐_‐ |     ‐|  ■|                  | |  |
■:と にかく早く帰さなきや。こんなもんで捕虜になったらかなわんと―思つてね。それは良か

つたんですよ。(朝鮮人は).その後fFIも言ってこないもの6      . |   ‐

解放後、新国家建設のために一日も早く帰国を望んギ浅川の朝鮮人たちは、1945年 101月 、
浅川 (現・高尾)駅をあとに品りll駅へ結集、集団的に帰国していつた8こ :の様子については、『武
州八王子史の導草』にも、「戦争は終‐わったのな祖国独立の機会がきたのだ、何をおいても帰国
だと、その大移動がはじまつた。(=…・・)1日 300人位、ついに90%の彼らが帰国していつ
た。」と朝鮮人帰国のために尽力した飯場担当警官の美談をとおして、記されていた:当時の住
民にとってF「象的な出来事であったのだろう8  ‐‐               ' ‐

では、 トンネル掘削工事と中島飛行機の施設工事でFJJ員 された朝鮮人の数は、どの位になるの
だろうか。関係する文献を調べてみた。鈴木龍二氏の『武州八王子史の道草』では「5‐ 、000
人からの労務者」と記されていたが、浅川の全労務者の食糧配給を二任されていた青木組の青木
保三氏は、『七十年を顧みて』の中で「最盛期には、中島関係と私の方とを合せt全労務者は3、

900名 に達した」と記録している。斉藤勉氏は『地下秘密工場』では、佐藤工業の場合は、帰
国した朝鮮人の数を根拠に500人 (家族も含めると1、 500人 )と し、さらに大倉土木10
0人・青木組 500人、合わせて約 1、 100人 と割り出している。    |
崚賀が興らうヽで,Iヽ F O■ 0.1‐ 議はヒ1.■イ  筆‐井が二・1き り1「ぃ手斉諄Ⅲ■調査 1́青本

氏の記録の人数が考察の対象になるだろう。とすると、斉藤氏の1、 100人 (含家族 1(3
00人 )|は最′1ヽ人数でt青木氏の3000人が最大人数と考えられるのではないだろう力Ъ これ
らの事実関係と飯場の規模などから推定すると工事の最盛期には朝鮮人労働者数は、2(o00
人前後、1家族も含めると約 3、 000人 という数が妥当な人数ではないだろうか。
‐ ■   || ‐■ |‐   | ‐

‐ 
‐′
‐      ‐|  ‐‐ ||■ |||.     ‐‐  |       ‐   ‐

|『 これが運命だ』|■‐‐||||‐    ■ _■   ||・ |      |  ‐・
今では、工事に携わった関係者からの間き取りは、

1極めて難しい:富山から移動してきた以外
の朝鮮人労働者たち

―
は、浅川べどのようにして動員されてきたのだろうか。佐藤工業配下の山田

組の1事務を担当|していた安藤金之助氏 (八王子市在住89‐ 歳)に聞いた。  || |・ ■|

| 1山 田組は70人。1僕だけが日本人だらた。人夫は全部朝鮮人だつた:長く日本にいたがら日
.本語は結構みな話せたムー朝鮮人人夫は、女房を国 (朝鮮)べ置いてきているので家族持ちはい
なかったよ1年令は30代前半の1人が多かうた。‐みな働き盛りばかりだうた:朝鮮人は:‐ 友達向
志で呼び寄せたりして―

『ここにこういう仕事があるから』‐と1言って自然に次から茨べど山田を
■訪ねて集まうて来たまだからどんどん増え、ほとんど自然の寄り集まりだらたょ

― ‐ ‐ ‐

この証言の申で「自然に次から次へと集まってきた」とは、|一
体どのようなことなのだろうか

疑間が残つた。そこで、数少なぃ朝鮮人4111の開き取‐り調査も行った:‐ ■■ ● : ・  ■

|その■人t・ 姜壽熙=カ ン,,ス クヒ氏|(人王子市在住 71才 )|‐は●■943年 3月 、由合の巡
査と日本人が来て「皇国臣民として■本のために働け」|ま た

=「
金儲けができるから」と

'ヽ

われ
強制連行で日本―。||と ころがt連行先の静岡日本坂トンネルエ事では、1厳しい監視のも|どで人間
扱いされなからた。待遇改善を要求した

'■

ダニがその後いなくなうてしまう|た。逃亡もくわだ
てたが失敗した。| |‐ |  ■■・ |   1 1  1 ■■ || ‐   |  ‐|  |   |
.その後、■94‐ 5年 4月 測 ||べ来て大倉土木の倉庫番を担当した。  ‐   |   ■

浅川

^は
飯場頭と■緒に来た:日 本坂工事へ強制連行された200人のうち、みんな逃げち

ゃって、浅川へ来たのはたったの4～ 5人だら
―
たょ・ ‐私のいた飯場では(数名が所帯を持ちて

いたが、あとは独身だつたよわたしたち〕|ら張られてきた者たちはt賃金はほとんどもらえな
かつた    |  ‐   | |‐  |■ ‐    ■|  |   ― ‐ | |
し、わたし自身はもらったことがない:・

.(・ :・ ■)11 日本坂では苦しあられたが、浅川に来た
ら監視はなぐ自由の身になったと同じだうたき強制連行されてからめ2年間はけつこう長かつ
た。最後には、『これが運命だ』と思らてあきら―めちゃうから・1・。   |  ■ ‐ ‐  ‐

徴用から逃れてきた若者                     ‐‐  ‐  ‐ ‐

●さらにヽ 金棋燦■キム・ギチヤン氏 (人王子市在住■73才 )●もt i943年 3月 、北九jJlllの

炭坑、強制連行されt全国の工事現場を歩き、最後に浅川べ来て池田組の下でエンジン試運転場

や道路の建設をやらされた。
1 知人に呼ばれて福井から浅川の現場ヽ来た。|だり11で の飯場生活では(‐ 食事と物資面などは良

かつた。飯場は初沢にあらたふ 隣には佐藤工業の飯場が|ありt‐ 頭に包梓を巻いていたり松葉
1杖をついて歩ぃていた人をたまに見かけたよ佐藤工業み朝鮮人はtl熟練した.ト シネル縮り技術
者が多く、家族持ちの年配者が多かつたようだ■‐  | ||  | ‐ ■ |■  |,‐  ‐ |

金氏は、強制連行先の若松 (北九州)では国人扱いを受けためでt‐逃亡したが捕まり拷FF5を受
けた。その後、また逃亡:雑司‐ケ谷、成増(名古屋、福井の4うの工場や土木現場を点々として

浅り||べ来た。浅り||の池田組の仲間について突つ込んで聞いて|みたも   |
すると、       |        ■  ‐ ‐ |   ‐       |
■牟難嬌仲間 16～ 7´へのうち5～ 6メ、は、家族持ちであった。残りは22～ 3才位の若者



で私のように川崎鋼管 (※川崎にある日本鋼管か)や三鷹の軍需工場から逃げてきた者だつた。

(:・
・…)これまでの工事現場では、『あの人は徴用で逃げていて仕事は何も知らないんだ』

という会話がされていたくらい、若い者は徴用から逃げてきた者だつたと思う。成増と浅川は、

東京に近いせいか徴用から逃げてきた若者が多かつた。        |
という金氏の証言が得られ「自然に次から次へと集まってきた」ことの意味がやつとわかりか

けてきた。集まってきた朝鮮人の中には徴用先から逃れてきた者もいたのだつた。

強制連行の計画が…

調査も一通り終了した1995年 5月 。調査団は、国会図書館で重要な事実を突き止めた。

国会図書館に保存されているマイクロフイルムから「浅川工事へ200人の朝鮮人を強制連行

しようと計画していた」という事実が判明した。このマイクロフイルムとは、米軍戦略爆撃調査

団が報告書を作成するために使った資料などからなっており、この存在については、関係者も以

前から「浅川にういても何か資料が残つているのではないか」と注目されていたものである。

この資料には、「昭和20年度第一次朝鮮人労務者割当表」(1945年 4～ 6月 )で、日本土木

建築統制組合によつてまとめられ、全国 14ヶ所の軍事関係工場や施設、鉄道工事現場に対する

朝鮮人労働者の動員計画が記されている。動員先としては、浅り||の他に、長野の松代をはじめ、

岐阜の平牧や福岡の山家などが記され、合わせて 4、 500人の朝鮮人が動員される計画であつ

た。

浅川の場合は、第二期工事でハ地区地下 トンネルを掘削担当した大倉土木が日本土木建築統制

組合に朝鮮人の動員を要請し、その結果200人認められたことがわかる。また、この朝鮮人労

務者割当表は、「勤労局」という厚生省管轄で作成されたのもで、政府による朝鮮人動員の計画

を示している。 いわゆる「強制連行」である。 また、この資料は朝鮮人動員の計画を示して

いるが、 1944年 9月 から始まった第二期工事でも、このような強制連行の計画が存在し朝鮮

人が動員されたかもしれない。

以上、調査の結果、1.強制連行の計画があったこと、2.強制連行先から浅川の現場へ、3.徴用

先から逃げて浅川へ行き着いたケース、4使い捨て労働者として扱われ、敗戦間際には「松代ベ

の動員命令」が出ていたこと、がわかった。

さらに、5.在 日一世朝鮮人の証言では、強制連行された労働現場には人権や自由はなく、ある

3禁」魚慮燥獣百F留霧里丁雪塊喜稚曾彗集象曇継壇」宰魚確F班る二l｀墨菅ti3暮ち写言経
のは同じような労働現場だつたのである。 (1995年 8月 )

注 この報告文は、1995年 3月 発行の『統一評論 第357巻』へ掲載された「西東京編―

異国に刻まれた怨恨の史実」に加筆・訂正したものである。

なお、本文中の証言者の年齢は、調査した1994年時の年齢である。
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